資料１－２



[bookmark: _GoBack]障害者支援施設入所者の地域生活移行に関するニーズ調査（中間報告）

　（１）回答状況（１月２０日時点）
	〇調査対象者全数
	２７４名

	〇調査回答数
	６０名






　（２）概要
　　　　調査回答６０名の内訳
　　　　①手帳情報（回答６０名）
	身体のみ
	８名

	知的のみ
	４３名

	身体＋知的
	６名

	知的＋精神
	３名








　　　　②区分情報（回答６０名）
	区分４
	８名

	区分５
	２１名

	区分６
	３１名







　　　　③本人の言語・態度・表情等による意思表示を受け、以降の聞き取りは可能ですか？（回答５９名）
	可能
	２４名

	困難
	３５名






④あなたは、どこで暮らしたいと思いますか？（回答２８名）

	今いる施設
	１７名

	違うところ（自宅・アパート等）
	４名

	違うところ（グループホーム等）
	４名

	わからない
	６名

	答えたくない
	１名








　　　　　　※重複回答４名あり


　　　　⑤グループホーム等地域生活の体験をすることで、本人の意思決定は可能ですか？（回答５７名）
	可能
	１６名

	困難
	４１名







　（３）考察
　　　　違うところで暮らしたいと思っている方（７名）について
　　　　①住むなら品川区がいいですか？
　　　　　
	品川区がいい
	２名

	その他
	５名






　　　　②相談支援専門員の評価として、本人の地域移行は可能ですか？
　　　　　
	可能（現状でも可能）
	０名

	可能（本人家族の気持ちが固まったら可能）
	０名

	可能（サービス提供の内容や社会資源整備次第で可能）
	２名

	困難
	５名

	わからない
	０名












○品川区がいいと希望した方で、相談支援専門員も可能と判断した方が１名いる。

○その他を希望した方で、相談支援専門員も可能と判断した方が１　名いる。

○その内、その他を希望した方について、支援者からは「就労系事業　所の拡充、支援の受けられるＧＨ」が整備されれば地域移行可能との意見がある。　（もう１名については記述なし）
